
QC検定2級　主な公式：赤シート用

【基本統計量】 ↓は小文字

平方和S
※S大文字

不偏分散（標本分散）V

（母分散σ2）

標準偏差ｓ
（母標準偏差σ）

変動係数CV Cp Cpk

【確率分布】

正規分布の標準化
Z

定数aを加える
E(x+a)
V(x+a)

2つの分散（独立）
V(x+y)

2つの期待値の和（差）
E(x+y)
E(x-y)

定数ｃをかける
E(cx)
V(cx)

2つの分散（独立でない）
V(x+y)

標本値の標準化
Z(平均値分布) 統計検定量X2 統計検定料Fの上側確率

統計検定量t 統計検定量F 統計検定料Fの下側確率

Z =
x − μ

σ

S = Σxi
2 -

Σxi 2

n

V =
S

Φ ｓ＝ V

CV=
s

തx
上限 − 下限

6σ

上限 − തx

3σ

x − 下限

3σ

= E x + a
= V x

= cE x
= c2V x

= E x + E y
= E x − E y

= V x + V y

= V x + V y +2cov(x, y)

Z =
തx − μ
σ

n

F=
V1

V2

= F Φ1, Φ2; α

= 
1

F Φ2,Φ1; 1−α

t =
തx − μ

V

n

X2=
S

σ2
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【検定と推定】

危険率（有意水準） α 平均の検定/統計検定量
母集団の分散が既知

平均の検定/統計検定量
母集団の分散が未知

検出力 1- β 平均の区間推定
母集団の分散が既知

平均の推定
母集団の分散が既知

母分散の検定
統計検定量

母分散の推定
上限

二項分布を正規分布と
みなす条件

ｎp≧5 かつ n(1-p)≧5

２つの母分散の検定
統計検定量

母分散の推定
下限

ポアソン分布を正規分布と
みなす条件

nλ≧5

二項分布を正規分布と
みなす条件

ｎp≧5 かつ n(1-p)≧5
母不適合品率の検定

統計検定量
2つの母不適合品率の検定

統計検定量

ポアソン分布を正規分布と
みなす条件

nλ≧5 母不適合品率の推定
2つの母不適合品率の

推定

母不適合品数の検定
統計検定量

母不適合品数の推定

2つの母不適合品数の検定
統計検定量

2つの不適合品数の推定

Z =
തx − μ0

σ2

n

t =
തx − μ0

V

n

X2=
S

σ2

F=
V1

V2

x ±Z(
α

2
)
σ

n
തx ±t(Φ,α)

V

n

= S

X2(Φ,1 −
α

2
)

=
S

X2(Φ,
α

2
)

Z=
p−P0

P
0
(1−P

0
)

n

Z=
pA−pB

ഥp(1−ഥp)(
1

n
A

+
1

n
B

)

p ±Z(
α

2
)

p(1−p)

n
pA- pB±Z(

α

2
)

PA 1−pA

nA

+
PB 1−pB

nB

Z=
෡λ−λ0

λ
0

n

Z=
෡λA−

෡λB

෡λ(
1

n
A

+
1

n
B

)

෠λ ±Z(
α

2
)

෡λ

n

෠λA-෠λB±Z(
α

2
)

෡λA
nA

+
෡λB
𝑛𝐵
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【相関分析・回帰分析】

相関係数ｒ 最小二乗法：母回帰係数
xの偏差平方和Sx
（Syも同様の計算）

寄与率R R=r2 最小二乗法：切片 偏差積和Sxy

総変動ST ST = Sy＝SE+SR 自由度Φ（回帰） ΦR＝1
残差の検討：正規分布に

従っているか
ヒストグラム

残差変動SE SE = ST - SR 自由度（残差） Φe＝ ｎ- 2
残差の検討：説明変数は

無関係か
散布図

回帰による変動SR 自由度Φ（全体） ΦT＝ｎ - 1
残差の検討：時間変化に

傾向があるか
折れ線グラフ

寄与率R

【実験計画法】

フィッシャーの三原則 反復 フィッシャーの三原則
無作為

（系統誤差）の除去
フィッシャーの三原則 局所管理

修正項CT 因子Aの自由度 水準数-1 誤差Eの自由度 ΦE＝ ΦT - ΦA - ΦB

二元配置（くりかえしなし）
区間推定

二元配置（くりかえしあり）
区間推定

交互作用平方和 SA×B＝SA・B－SA－SB

有効反復係数 有効反復係数 交互作用自由度 ΦA×B＝  ΦA × ΦB

r =
Sxy

Sx・ Sy
β=

Sxy
Sx

α＝തy − bതx

SR=
(Sxy)

2

Sx

R=
SR
ST

Sx = Σxi
2－

(Σxi)
2

ｎ

Sxy = Σxi・yi－
(Σxi)(Σyi)

ｎ

CT =
Σ𝑥 2

𝑛

𝑢 ± 𝑡(𝜑𝑒, 0.05)
𝑉𝑒

𝑛𝑖
𝑢 ± 𝑡(𝜑𝑒, 0.05)

𝑉𝑒

𝑛𝑖

𝑛𝑒 =
𝑎𝑏

(1 + 𝜑𝐴 + 𝜑𝐵)
𝑛𝑒 =

𝑎𝑏𝑛

(1 + 𝜑𝐴 + 𝜑𝐵 + 𝜑𝐴 × 𝐵)
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【管理図】

管理図 分布

ｘの中心線 Rの中心線

xの管理限界 Rの管理限界

ｘの中心線 Rの中心線

xの管理限界 Rの管理限界

ｘの中心線 Rの中心線

xの管理限界 Rの管理限界

ｎP管理図
(不良個数)

二項分布 中心線 管理限界

ｐ管理図
（不良率）

二項分布 中心線 管理限界

ｃ管理図
（欠点数）

ポワソン分布 中心線 管理限界

u管理図
（単位当たりの欠点数）

ポワソン分布 中心線 管理限界

正規分布

正規分布

正規分布

計
量
値

計
数
値

xバー-R 管理図
（平均と範囲）

xチルダー-R 管理図
(メディアンと範囲)

xーRs 管理図
（個々の測定値と

移動平均）

തxの平均ധx

෩X

ധx±A2×ഥR

෩X±m3A2×ഥR

UCL：D4 × ഥR
LCL：D3 × ഥR

ഥR

ഥR

UCL：3.27 × ഥR

LCL：考えない

Σx

k（群の数)

移動範囲の総和

k − 1

തx±2.66Rs

UCL：D4 × ഥR
LCL：D3 × ഥR

nഥP＝
不良個数の総和

k（群の数)

nഥP ± 3 nഥP(1 − ഥP)

ഥP＝
ΣnP

Σn
ഥP ± 3

P(1 − ഥP)

n

തc＝
Σc

k
തc ± 3 തc

തu ± 3
തu

nu＝
Σc

Σn
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